
人生を変えた出会い

水野　まず、歯科技工の世界に進まれた

きっかけから伺えますか。

小笠原　大学時代に音楽活動に打ち込ん

でおり、あるバンドに加入しました。そ

のバンドのリーダーが京都では有名な歯

科医の先生でして、あるときお声がけを

頂いたことで、私はその方のもとに下宿

することになりました。そのなかで歯科

技工という仕事を知って興味が湧き、大

学卒業後は専門学校に通って歯科技工の

勉強をすることにしたのです。

水野　大学を出てまた新たな勉強をする

というのは、非常に大変なことだったと

思います。

小笠原　当時は働きながら学校に通って

いましたが、明確な目的があったのでさ

ほど苦ではなかったですね。そもそも私

が歯科技工士を志した本来の動機は、音

楽活動を続けたかったからです。バンド

リーダーである先生は、「仕事もできな

い、社会のためになっていない人間は音

楽をやる資格がない」と話すほど厳しい

方で、私はその姿勢に感銘を受けていた

んですね。

　また、音楽をやりながら仕事で評価を

得るためには、普通の人以上に仕事に労

力を費やし、実力をつけなければいけま

せん。それこそ睡眠時間を削りながら、

一生懸命に仕事に取り組んできました

よ。それができたのも、先生の姿を見て

きたからこそ。先生との出会いは、本当

に私の人生を変えたと思っています。

常に新たな技術を探求

水野　歯科技工士という仕事一筋で人生

を歩まれてきたわけですから、きっと仕

事自体にもやりがいを感じられていたの

だと思います。

小笠原　歯の状態は、全身に影響を及ぼ

します。歯が悪いことで体のどこかに不

調が出たり、逆に体の不調で歯が壊れる

こともあり、知れば知るほど、また他の

先生の話を聞けば聞くほど、やりがいと

責任のある仕事だと感じるようになりま

したね。そして歯科技工の技術だけでな

く、歯科医の先生方の勉強会に足を運ん

だりして自分に何が求められているのか

を学んで来た結果、世の中から求められ

るだけの技術を得ることができたと自負

しています。

水野　ちなみに歯科技工士はデータをも

とに歯をつくるのが一般的と聞きます

が、小笠原社長は実際に歯を入れる患者

さんともお会いしたりはするのですか。

小笠原　歯科医の依頼で、実際に患者さ

んの口腔を見せて頂くことが多いです

ね。そのほうがより正確に状態を把握で

きますし、何より実際に歯を使う患者さ

んとコミュニケーションを図れるわけで

すからね。患者さんのチェックをすると

きは自分の目だけでなく、コンピュータ

を使った分析も必要です。

水野　新しい技術を積極的に取り入れて

いるのですね。

小笠原　この新しいラボを建てたのも歯

科用 CAD/CAMシステムを導入したた

めです。そして私の実家が鉄工所という

こともあり、ものづくりの専門家との交

流もあります。余談ですが数年前にはあ

る先生の着想から新技術の構想が生ま

れ、ラボで工業界のシステムを導入して

実験を繰り返した結果、その技術が学会

で賞を受けた、などということもありま

したよ。

業界に新たな潮流を生み出す

水野　常に新しいものに挑戦し続けると

いうバイタリティはすごいですね。

小笠原　ただ、私も一時は体力的に落ち

込んでいた時期がありました。そのとき

息子たちから「親父らしくない」と励ま

され、それを機に仕事も音楽も今まで以

上に頑張ろうと決意したのです。今で

は、二男は私と同じ歯科技工士になりま

した。また、長男は音楽をテーマにした

お店や企画をしています。ありがたいこ

とです。彼らと共に、さらにこの仕事の

魅力を追求していきたいですね。

水野　では、今後の展開についてはいか

がでしょう。

小笠原　歯科技工業界は約 90％が 1 人

ラボです。それは各歯科医師のお抱えの

歯科技工士さんが日本の歯科医療に高い

レベルで力を発揮されているからなので

すが、私のラボと CAD/CAMセンター

では今後、そのような個人ラボのセン

ター的な役目を果たしていこうと考えて

います。また、歯科業界の総合研究所と

して永く活動しているスタディグループ

の仲間たちとも 5 年先、10 年先に備え

て情報を共有していくことが重要だと考

えています。そのためのセミナールーム

やデモルームも作りました。

水野　スケールが大きいですね！では音

楽など、仕事以外ではいかがですか？

小笠原　音楽をやる時間はなかなか取れ

ていないですが、その中でもライヴが決

まっていますので、しっかりと練習して、

いいステージをお見せしますよ（笑）。

また、私は実は、とあるお寺の住職をし

ております。落ち着いたら、そちらにも

力をいれていきたいですね。

有限会社 アトキンス
アイ・テック CAD/CAM センター

〒 491-0904 愛知県一宮市神山 1-1-32 テラス神山 103
TEL 0586-52-7781 / FAX 0586-52-7782
URL http://www.atkins-dent.co.jp

歯は人々の健康の礎。その歯を作る歯科技工士として、30 余年にわたって歩み続けてき
たのが、（有）アトキンスの小笠原社長だ。歯科技工士として、そして趣味人としてのバ
イタリティ溢れる人物像に、タレントの水野裕子さんが迫る。

水野 裕子（タレント）

ラボの隣はセミナーや音楽・ダンスもでき
る多目的スペースになっているとか。また、
現在は講演や執筆などで歯科技工の世界に
新たな風を吹かせようとされています。こ
れからも趣味に仕事に、持ち前のバイタリ
ティを活かしてご活躍されてください。

最新技術と機器を駆使した歯科技工で
“歯”の分野から人々の健康を支える

代表取締役

小笠原 明弘
大学在籍時はバンド活動に熱中し、参加した
バンドのリーダーだった歯科医師の影響で歯
科技工士を志す。専門学校を卒業した後は複
数の歯科技工所でキャリアを積み、そのなか
で培ったスキルを以て（有）アトキンスを設
立。現在は息子と共に歯科技工士として活躍
するほか、音楽活動も精力的に行っている。
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高度な技術力を駆使し
真の満足に繋がる技工物を

保険診療から自費診療まで、ほとんどの種類の
歯科技工物・補綴物を製作できる（有）アト
キンス。未来の歯科技工士・歯科技工業界の
あるべき姿を常に考え、よりよい技工物が提
供できるよう日々努力を続けている。口腔内
に入ったとき最も自然になるような“色”、寸
分の狂いなく適合する“精度”へのこだわりが、
多くの歯科医師から支持される 1 つの要因だ
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